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Drag　reduction 　technlque　for　blunt　body　with 　cross 　fiow 　was 　experimentally 　investigated　by　utilizing　wind 　tunnel　and

blunt　body（aspect 　ratio 〃D ＝2）．　Cross　flow　was 　realized 　by　tuming 　the　blunt　body　in　the　wind 　tunnel ．　TWo 　rotating

cylinders 　at　the　edge 　of　blunt　body　were 　applied 　as　the　actuator 　fbr　de畳aying 　separation ．　The 　effe じt　on 　base　pressure
reduction 　was 　varied 　with 　the　direction　of 　cross 　flow．　The 　state 　of 　the　separation 　was 　comprehended 　by　sensing 重hc

pressure　distribution　of 　the 互ateral　side 　faee．　It　demonstrated　the　possibility　of 　applying 　to　feedback　control 　ofdrag

force　when 　the　direction　ofcross 　now 　changed ，

1 ．緒言

　 トラッ クや ミニ バ ン とい っ た輸送機械に 代表され る流体中を

動 く鈍い 物体は，剥離に よ る抵抗を受けやすい 形状で ある．その

た め，剥 離を缶1脚 し抵抗を低減す る こ とは 省エ ネル ギー化 な ど環

境負荷低減につ なが る こ とか ら，数多く研究が進 め られて きだ
1］．

しか し，風向き ・
流速変化とい っ た獺 的な外部環境変化 に対応

す るべ く流動場 をセ ン シ ン グし，取得 した情報 に基づ い たフ ィ
ー

ドバ
ッ ク制御 を実験的に行 っ た研 究

21
は少ない ．本研究で は，境

界層 に運動量 を与え剥離を遅 らせ るこ とが 可能 な回転シ リン ダを

ア クチ ュ エ
ー

タ として ，横風 を受ける矩形柱 の 抵抗低減 の フ ィ
ー

ドバ ッ ク制卸を実験的に達成す るこ とを目的とする．
2 ．実験装置及び計測手法

　Fig　 lに実験装置概 略図及び計測の 構 成 Table　Lに実験条件を

示 す．巾尠 一10  長 さ尻   蜥 面 を勘 彫 1主を，吹き

出 し 口が 0．4m × O．4rnで ある開放型 風洞 の テス トセ クシ ョ ン に設

置 し実験を行っ た．矩形柱の 前縁に半径R＝1im の 回転シ リン ダ

を 2 つ 設 置 し，一様 流に沿 っ て 回転 する よ うにDC モ ー
タ
ー

に よ り

駆動 させ，表面回転速度 UCR，　UCLは 12−−12　m ！sの 範囲で 可変で ある，
また，ス テ ッ ピン グモ

ー
タ
ー

に よ り矩形 柱を回転させ る こ と で，
横風 に対す る迎え角を変化 させ た．流速計測 に は，Nd ：YAG レー

ザ （波長 532  ）を光源，CCD カ メラ （Kodak，社製 ESI．O，1018
× 1008piXel，8bit）に よ る画像取得，煙を トレ

ー
サ 粒子 と したPIV

を用い た．圧 力セ ン サ （vali〔lyne社製 DP15）によ り，物 体表 面圧

力 と麟
「
同出口 の 静圧 との 差圧を 1000Hzで 30s取得し平均した．

3 ．実験結果及 び考察

　速度比 （Uon1Uo） に対す る背圧 の 低減 率 （最 大値 で正規化）を

Fig2に示す．これ よ り低減 率の 増加 が停滞す る速 度比 が存在 し，
迎 え角が 増加す るに従 い その 速度 比 が 高 くなるこ とが確認 され た，
こ れ は剥離が完全に付着 し側面に 沿っ て 流れ る こ とで後流への影

響が 低下 した た め で ある とFig3 の 乱流エ ネル ギーの 等高線図か

ら も 考え られ る．ま た，Fig4に フ ィ
ー

ドバ ッ ク制御 の ブ ロ ッ ク線

図 を示 した．迎 え角の 変化 を外乱 と捉 え，外乱 による抗 力の 変動

を抑制す る制御 系を構築す る．
4 ．結言

物体が横風を受ける角度に よっ て回転シ リン ダによ る抵抗低減率

が 異な り，側面の 表 面圧 力 を計測 し剥 離の付 着状 態を把握す る こ

とで フ ィ
ー

ドバ ッ ク 制 卸の 可能性 を 示 した．

Table　l．Experimenta ］Condition

Freestream　Velocity

Reynolds 　Number

Cy ］inder　Surface　Speed

Uo ［m 〆s］

Re（
＝UoD 〆v）

UCR，〔UCL ［mts ］

4．026
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　　Fig．2　Eow 　configuration 　and 　symbo1 　definition
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